
その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 成増北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I O

事業所等の所在地
T I 7 5 O O 9 4 区市町村名璽板橋区

町名番地
以 下成増 3-11-3 アクト1 100 号室

事業所等の延床面積 87-oo騒〆唐筆兎雫宅繋帯 薪鷺襲圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 欝
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4蟹連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎←③) ④ 94 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘里-(⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o689 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘kV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 18,695‐I 45‐00 841.3 0‐014 42.6

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 133,441.O 9.76 1,302-4 0.382 51.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ OD 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / W 2,143.7 //// ⑩ 93‐5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 3m 1,969.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 L969.O / 0.450 0‐9

合計 / ′//′◎ 1‐3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 書
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 冒
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の

薯実績年度の目標達成の状況司 胆 目標達成した。 』

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 錦糸町北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I I

事業所等の所在地
T I 3 O O O I 3 区市町村名馨墨田区

町名番地
以 下

錦糸 3-3-10

事業所等の延床面積 醗.64図 1筆兎隻味茅奇蛋禽間圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 園他者所有 霞
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圏直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐2月 0~H26 ‐2/24 改装工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 69 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩) ② 120 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑮)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 122 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
801.9 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(G‐J)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩4〉×⑨×名け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 29,136.9 45‐00 1,311.2 0‐014 66.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 {昼夜間不明の場合艦 ;む。) □ k靴 141,024 ‐O 9.76 1.376 ‐4 0‐382 53‐9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑩ 00 0‐382 @ 00

合計 / 噂 2.687.6 //// ⑩ 120.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,175.O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 3,175.O / 0.450 1‐4

合計 / ′/// ⑩ 2J

ニ 防げ、 量 の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への 水に *つ二酸化灰…
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫△,000)×⑨とす

(日本工業規格A列綿酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鴛101 高効率照明ランプの採用(屋内)

亜実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 池袋東口駅前店

事 業 所 番 号 A E O 5 9 6 O I I 2

事業所等の所在地
〒い 7 O O O I 3 区市町村名圃豊島区
町名番地
以 下東池袋 1-1-4 池袋北辰ビルBI

事業所等の延床面積 鵬‐37同 1筆兎智媒泌許婚鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 716 2 4圃連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo.o258) ① 59 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ ヱ t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 102 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
958‐5 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑩堪 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22フ694‐2 45‐00 1,021.2 0‐014 51.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 131,216.O 9‐76 1,280.7 0.382 50.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合計 / 凹 2,301 ‐9 //// W IOI.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,126‐O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 2,126‐O / 0.450 1.O

合計 ′/′/ //// ◎ L4

二 ・ヒ帯素 E出量等の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑩ ",000) ×⑨とする

(日本工業規格A列要さ酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 珍温 、ヒ対 の実 、、況

1実績年度の目標達成の状況 厩 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 町屋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 3

事業所等の所在地
T I I 6 O O O 2 区市町村名馨荒川区

町名番地
以 下

荒川 6-5-2 ツジビル IF

事業所等の延床面積 99.・7図 筆筆兎隻塑響蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④;◎ト③) ④ 96 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
957.9 kg‐C02/江ピ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩魯 )×⑨×‘日U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22.009‐8 45‐00 990.4 0.014 50.i

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0‐019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0‐O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 118,939 ‐O 9‐76 1,160.8 0‐382 45‐4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 @ 00 0‐382 @ 0.O

合計 / ⑩ 2,151.3 ///′⑮ 95.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,591.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,591‐O / 0.450 1‐2

合計 / ///′⑩ 1.ワ

に公共下水道への排水に伴う※1 電気の 用、2 旭及び工 胆のz の 、′びに公 / z 旭への

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 」1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ンク C02削減率 {前年度比ベンチマーク区分

C02排出量 {延床

その他

目標値等(選択) 2 C02 排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称 日高屋 四谷三丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 4璽

事業所等の所在地
T I 6 O O O O 4 区市町村名題新宿区
町名番地
以 下四谷 3-11-17 第 2光明堂ビル IF

事業所等の延床面積 75‐9okll筆兎宝塚茅許婚鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ワ 6 E2 4璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 40 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 70 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ O t

総 計 (④;②+③) ④ 7o t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥二②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
922‐2 kg-C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,956‐6 45‐00 718.O 0‐014 36.3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0-382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 88,784‐O 9‐76 866.5 0‐382 33.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9.76 qP OO 0.382 ◎ OD

合計 ′/′/ ◎ 1,584‐6 ///′⑯ 7o.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,406.O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,406.O / 0.450 0.6

合計 / //// ◎ 09

3 二 珍 膨 、 且強の内

びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰小 出量は※ 1 糧〆丸の
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑬ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列要さ酌



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 綾瀬リエッタ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 5

事業所等の所在地
T I 2 O O O O 5 区市町村名圃足立区
町名番地
以 下

綾瀬 3-1-10

事業所等の延床面積 7Lo8図 1筆兎塾疾泌許婚箇珊圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分頚
における細分類番号 7 6 2 4翻連鎖化事業区分園圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 44 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 76 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 77 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

③
1,o69.2 kg-C02/1 ヱき

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩頓 )×⑨×"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,052.8 45‐00 767‐4 0.014 38.8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 00 0.016 0.0

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 O □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 99,753.O 9‐76 973‐6 0.382 38.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ド 0.0 0.382 ⑩ 00

合計 //// EW 1,741.O //// ⑩ 76‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,836‐O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,836.O / 0.450 0.8

合計 / //// ⑩ 1.2

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への に、′っ二安化灰… 墓は
⑩-(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2◎=縞が指定する原単位×延床面積x事業所等の総稼働時間)/Looo 里
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする,

日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
.

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 珍 ¥皿 、 ・ の

且実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 巣鴨南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 6璽

事業所等の所在地
T I 7 O O O O 2 区市町村名璽豊島区
町名番地
以 下巣 鴨 1-18 一 10

事業所等の延床面積 眺‐o8同筆筆現畿変型蟹蛋鷺園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 馨連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④;⑫⑥ ) ④ 94 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
749.5 kg‐C02/,,ぎ

燃…料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

,二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩に出量太1

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,729.4 45‐00 977.8 0.014 49.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合雛きむ。) □ k職 115,772.O 9.76 1,129.9 0.382 44.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k叱 ⑩ 00 9.76 QP OO 0.382 @ 00

合計 / Q9 2,107.8 /′′/ ⑩ 93‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,487.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,487‐O / 0.450 1.I

合計 / /′′/ ◎ 1.6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑩;(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫に(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称日高屋 下高井戸店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 7冨

事業所等の所在地
T I 5 6 O O 4 4 区市町村名璽世田谷区

町名番地
以 下

赤堤4-46 一7 田中ビル

事業所等の延床面積 m.5 〆睡筆兎隻宅謎蟹 蛋喬璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分霞圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=◎⑨) ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
740.6 kg‐C02な,ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(G‐J)

⑧ ⑥な 000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量 *L

(t)
⑲堪 )×⑨×{Hy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 20,634.2 45.00 928.5 0.014 47.O

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0-O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの貿電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0.382 0-O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 114,124 ‐O 9.76 1,113 ‐9 0.382 43‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 @ 0.O

合計 / ④ 2,042.4 //// ⑩ 90.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2フー12‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2Ji2.0 / 0‐450 1.O

合計 / //// ⑩ 1.4

ー ヒ驚素打 量等の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の使用並びに公共下
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とす

日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒを の

ー実績年度の目標達成の状況幻 1□目標達成した。 1至

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 高田馬場駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 8

事業所等の所在地
T I 6 9 O O 7 5 区市町村名騒新宿区
町名番地
以 下

高田馬場 1-26 一 12

事業所等の延床面積 72.72同 筆筆兎雫喝想 奇併鷺圃圏・年度分 □1年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分 圃圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 7o kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② ヱ22 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④;②十③) ④ ヱ24 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,677‐6 kg‐C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大↓

(t)
⑩梱 )×⑨×44g12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nn,3 30,187.7 45.00 1,358‐4 0.014 68‐7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) ロ . L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 141,172 ‐O 9‐76 1,377.8 0.382 53.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑭ 00 0.382 @ 00

合計 / ⑭ 2,736‐3 //// ◎ 1‐22‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,192‐O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 3,192.O / 0-450 1.4

合計 / //// ⑩ 2ユ

に公共下水道への排水に伴う二酸化灰素 出量は※ 1 -ス気 の

⑲=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4三番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 妄 ¥ 、 メ・ の

=実績年度の目標達成の状況 眼 目標達成した。 1昌

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 学芸大学駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 9

事業所等の所在地
T I 5 2 O O O 4 区市町村刻目黒区
町名番地
以 下鷹番3-8-8 高橋ビル

事業所等の延床面積 m・2同筆筆兎畿宅謎零蛋禽璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分睡圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 95 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
929.5 kg-C02/=!

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩堪 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,165.4 45.00 997‐4 0.014 50.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 114,164.O 9‐76 1,114.2 0.382 43‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑭ 00

合計 / 哩 2,111.7 //// ⑩ 94.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,333‐O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,333.O / 0.450 1.O

合計 / //′/ ◎ 1.5

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量コ

　
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

Di04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

弱101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 亀有北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2

事業所等の所在地
T I 2 5 O O 6 I 区市町村名璽葛飾区
町名番地
以 下

亀有 5-32 一 10 マリコビル IF

事業所等の延床面積 69.6ぜ睡筆兎畿味茅奇蛋鷺麗圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 国連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①コ⑭xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④二②+⑨) ④ 89 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの風車 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,262-7 kg‐CO 〆,.F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥′1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
@白⑧×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 2L822 ‐2 45-00 982‐O 0‐014 49‐7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 100,684.O 9.76 982‐7 0.382 38‐5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ OD

合計 / @ 1,964.7 //′/ Q9 88‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,308.O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,308.O / 0.450 1.O

合計 / ///′⑩ 15

※1電気の使用、水胆及び工 用水胆のz の 用・′びに公ハ下z 旭への z に、リニ 灰 、 コ副
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 豊
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止
C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

区績年度の目標達成の状況 IP 目標達成した。 目昌

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列生さ酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 飯田橋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 I

事業所等の所在地
T I O 2 O O 7 I 区市町村名璽千代田区

町名番地
以 下

富士見 2-11-1O FK 富士見ビル IF

事業所等の延床面積 98‐64MI 筆現畿喝響蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 鰹 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 圃連鎖化事業区分 雷圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 45 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 77 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 78 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
780‐6 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※I

(t)
⑩堪 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 16,948.4 45‐00 762.7 0.014 38.6

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 101,639 ‐O 9.76 992‐O 0.382 38.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑩ 00 0‐382 @ 00

合計 / @ 1,754.7 ///′ゆ 77.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,637.O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,637‐O / 0‐450 0‐7

合計 / ///′⑩ 1.1

こ公共下水胆への 7 に、′っ一※ 1 電〆気の 、 旭 Z 胆 、′ 」公′、 胆へ

⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列綿酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 、 、 の

昌実績年度の目標達成の状況」1□目標達成した。 」甚

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 荻窪南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 2

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 5 I 区市町村名題杉並区

町名番地
以 下荻窪5-30-7 荻窪エースビル IF

事業所等の延床面積 90.8ゴ唐黍兎雫宅蟹蟹 蛋鷺橿圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分馨圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③
I t

総 計 (④=②+③) ④ 85 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
924‐6 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩梱 )×⑨×{"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,424.9 45.00 874‐1 0.014 44‐2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0,O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

そのね也の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 104,662.O 9.76 L021.5 0‐382 40.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ◎ OD

合計 / ⑩ 1,895.6 ′/′′哩 84.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,821.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,821.O / 0‐450 0‐8

合計 / //// ⑩ 1‐2

こ公共下水道への排水に伴う二酸化灰、排出量は※ 1 -琶気の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列綿酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

′

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

=実績年度の目標達成の状況 ]-□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ンク リ ロ学≦(前年度比 %

目標値等(選択) C02排出量 (延床面積当
の他 特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 北赤羽店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 4璽

事業所等の所在地
T I I 5 O O 5 2 区市町村名璽北区
町名番地
以 下赤羽北2-32 一1I JR赤羽駅高架下

事業所等の延床面積 m.50k 唐黍兎畿味悪評蚤鷺圃圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分圏圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 4o kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 68 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑱)

③ O t

総 計 (④=②十③) ④ 68 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
480.5 kg‐C02/,,ご

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩頓 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,456.3 45‐00 650.5 0‐014 32‐9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 94,012‐O 9‐76 917.6 0‐382 35.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 妙 00 9‐76 @ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / ◎ 1,568.I /′/′噂 68.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,310.O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,343 ‐O / 0‐450 0.6

合計 / //// ◎ 09

※ 1 弱メ凧の
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /LOOO) ×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

′

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 il

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2 ・(表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称 日高屋 田無アスタ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 5

事業所等の所在地
T I 8 8 O O I I 区市町村名琵西東京市

町名番地
以 下 田無町 2-1-1I ASTA IF

事業所等の延床面積 71‐29同 筆筆兎畿喝蟹帯 薪鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分霊園直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo-o258) ① 53 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 94 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,304.5 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/iooo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,074.O 45.00 L038.3 0.014 52.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36-70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの国電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 107,507.O 9‐76 L049.3 0.382 41.1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9.76 W 00 0.382 ⑩ 00

合計 / 凹 2,。87.6 //// ⑩ 93.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,959.O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 1,959.O / 0.450 0.9

合計 / //// ⑩ 1.3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑩/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ宏 の

ー実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称日高屋 浅草駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2

事業所等の所在地
T I I I O O 3 2 区市町村名璽台東区
町名番地
以 下浅草 1-2-3 浅草プラザホテルIF

事業所等の延床面積 75.24図 筆筆兎隻窄誓 許婚箇圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4雷連鎖化事業区分国圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 59 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 102 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,342‐3 kg‐C02/,,F

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑱梱 )×⑨×‘』"12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,975.9 45.00 988‐9 0.014 50.O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 133,752.O 9-ワ6 1,305.4 0.382 51‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9‐76 QP OO 0.382 哩 00

合計 //// ⑭ 2,294.3 //// ⑩ 101‐I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,168‐O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,168‐O / 0‐450 1‐O

合計 / ///′⑩ 1.4

※ 1 電丸の 用、水道及び工、用水題の水の 用、′びに公′、下 z 旭への z に、リニ酸ィ灰 、 軍帽

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする

日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

Ciol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の実施、、況

=実績年度の目標達成の状況 IE 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称焼鳥日高 王子北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 7璽

事業所等の所在地
T I I 4 O O O 2 区市町村名璽北区
町名番地
以 下

王子 1-10-9

事業所等の延床面積 9240k睡筆兎畿喝繋暫蛋題圃徴年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 冒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1璽連鎖化事業区分胃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 26 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③=⑮) ② 40 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ O t

総 計 (④;②÷③) ④ 40 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=⑨ xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
432.9 kg‐C02/江ピ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩梱り×⑨×‘kV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 2,785.9 45‐00 125.4 0.014 6.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.oi6 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 90,563‐O 9.76 883‐9 0.382 34.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ⑪ 00 0.382 W OO

合計 / q9 1,009 ‐3 ///′◎ 40‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 933‐O / 0‐200 0‐2

公共下水道 □ m3 933‐O / 0‐450 0‐4

合計 //// ///′◎ 06

、水廻及び工 用水旭の水の 用・′びに公ノ、下 z 旭への z に、リニ ‘ 灰ク、 ;墓は

⑩=(⑥/LOOO)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 旦
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑮=(⑫ /LOOO) ×⑨とする

(日本工業規格A列4三番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 東村山店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 8

事業所等の所在地
T I 8 9 O O 2 2 区市町村名罷東村山市
町名番地
以 下野口町 1-46

事業所等の延床面積 盟‐・o同 筆筆兎隻宅蟹蟹 蛋題撞圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4顕連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 88 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
7125 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑪*⑧×⑨×髪V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,976‐4 45‐00 853‐9 0‐014 43.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 114,964 ‐O 9‐76 1,122.O 0‐382 43‐9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 州恥 ド 0‐0 9‐76 @ 00 0‐382 @ OD

合計 / 妙 1,976.O //′/ q9 87.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,810.O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 L810.O / 0.450 0.8

合計 / //// ⑩ 1‐2

3 二酸化炭素排出量等の

びに公共下水道への z に伴う二※1電気の
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲;(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 瑞江駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 9

事業所等の所在地
T I 3 2 O O I I 区市町村名国江戸川区

町名番地
以 下

瑞江2-1-2 ラバーク瑞江内

事業所等の延床面積 99‐oo同筆筆兎畿宅篭蟹蛋鷺圃圏・年度分 …年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4穏連鎖化事業区分 国圏 直営店 口 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258)
①

41‐ kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑮) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 74 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
737.3 kg‐C02/ 立

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ノ1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩租 )×⑨×名V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,333.1 45.00 960.O 0.014 48.6

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜閏不明の場合を含む。) □ k靴 65,001‐O 9‐76 634‐4 0‐382 24‐8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9‐76 側 00 0‐382 W OO

合計 / ⑩ 1,594.4 //// W 73.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,084.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,084.O / 0.450 0‐9

合計 / ′/′/ ⑩ 1.4

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

に公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 糧丸の 用、z 道及び工 z 道のz の 、′びに公 /、 z 旭への フ こ、リニ が 灰 、 ;罰

⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO I
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

ー実績年度の目標達成の状況 jl□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



、
′

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 祖師ヶ谷大蔵店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 O

事業所等の所在地
T I 5 7 O O 7 2 区市町村名璽世田谷区
町名番地
以 下祖師谷 1-8-12 神山ビル

事業所等の延床面積 99‐oo図 1筆兎宝塚塾暫 蛋鷺躍圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分璽園直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 5i kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ l t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 89 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
888.8 kg‐C02/ 立

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巷 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,891.8 45.00 895.1 0.014 45.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 114,277 ‐O 9.76 1,1lr5‐3 0.382 437

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh ⑩ 00 9・ワ6 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合計 / ◎ 2,010.5 //// ⑩ 88.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,996‐O / 0‐200 0-4

公共下水道 □ m3 1,996.O / 0.450 0.9

合計 //// //// ⑩ 1.3

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工 用7 道の水の 用・′びに公ハ下7 旭への z に、′つ二 重む夙杉、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 亘
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 且
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする、

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止
C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

区績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 本郷3丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 I

事業所等の所在地
T I I 3 O O 3 3 区市町村列文京区
町名番地
以 下

本郷 4-37-15

事業所等の延床面積 盟.・o同 筆筆兎畿窄塾覇 蚤題顕圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分璽園直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 43 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 74 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑮)

③ o t

総 計 (④=②十③) ④ 74 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの且軍 (⑥;②xlooo/事業所等の延床面積)

③
606.O kg‐C02/,,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘¥y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,471‐3 45.00 696‐2 0‐014 35.2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他◇ □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 101,693.O 9.76 992.5 0.382 38.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 W OO 9.76 W OO 0.382 ◎ OD

合計 / @ 1,688 ‐7 ///′◎ 74‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 i,434‐O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,434‐O / 0‐450 0‐6

合計 / ///′⑩ 09

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下7胆への 水に、リニ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨どする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1蓋

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 西葛西北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3

事業所等の所在地
T I 3 4 O O 8 8 区市町村名璽江戸川区
町名番地
以 下西葛西5-1-3 第6山秀ビルIF

事業所等の延床面積 弼.20国ゞ 唐黍兎電宅誓許婚喬馴圏・年度分 □1年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 65 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑮) ② 110 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧
I t

総 計 (④=②揺動
④

111 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
617.2 kg‐C02 位き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量敷l

(t)
@戸⑧×⑨×争羽12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,382.4 45‐00 1,052.2 0.014 532
その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

そのf也の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 151,041.O 9.76 1,474.2 0.382 57.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ ○.0

合計 / 凹 2,526.4 //// 鰻 1‐1‐o.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,361.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,361.O / 0.450 1‐i

合計 / /′// ⑩ 15

※ 1 電気の 、フ旭 び工 z 旭 の z の 、′び に公 ハ フ旭 への に、′っ一 ・ 灰′、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とす

(日本工業規格A列綿酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 jiボ、 、 ま の

医績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 有 圏 無

ベンチマーク区分

C02排出量 {延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 北千住西口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3

事業所等の所在地
T I 2 O O O 3 4 区市町村名璽足立区

町名番地
以 下千住2-62 根岸ビル IF

事業所等の延床面積 92‐40同 筆筆兎畿変塾蟹 蛋鷺璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4= 連鎖化事業区分璽圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

.

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 72 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② ヱ26 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=②+⑨) ④ 127 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,363-6 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×好け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 31,754.6 45.00 L429-O 0.014 72.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0‐019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの贋電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 14L590.O 9.76 1,381.9 0.382 54‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ OD

合 計 / 哩 2,810.9 ′/// Q9 126‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,943.4 / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 2,943.4 / 0‐450 1.3

合計 / //// ⑩ 1.9

3 ニ ヒ灰 、 E 量肱の

こ伴う二酸化炭素排出量は※ 1 竜丸の 、z 旭 び工 Z 胆のZ の 、び こ公 /、下 2 旭への
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列安善)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

.

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖 、 の

医績年度の目標達成の状況 =ロ目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 大塚南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 of・ 3 4

事業所等の所在地
T I 7 O O o」o 5 区市町村対豊島区
町名番地
以 下

南大塚2-46-3

事業所等の延床面積 鰯‐30同筆筆現隻宅蟹箸蚤鷺掴圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分薗圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo.o258) ① 69 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 117 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③こ⑮)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 118 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤ニ②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
864.7 kg‐C02/立F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量粗
(t)

⑩堪 )×⑨×‘髪V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24フ99QO 45‐00 1,124.5 0‐014 56.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 159,175.O 9-76 1,553‐5 0.382 60-8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 QU OO 0.382 興 OQ

合計 / ④ 27678 ‐l /′// ⑮ 117.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,830‐O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,830.O / 0‐450 1‐3

合計 / //// ⑩ 1‐8

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴フニ、化灰… 出軍帽
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬;(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列媒酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒを の

1実績年度の目標達成の状況 "□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 門前仲町不動前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 5

事業所等の所在地
T I 3 5 O O 4 7 区市町村名圃江東区
町名番地
以 下

富岡 1ー 7-6

事業所等の延床面積 76.67同 筆筆兎畿窒誓 言蚤謡彊圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 囲
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4薗連鎖化事業区分璽園直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 90 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,173‐8 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷l

(t)
⑩租 )×⑨×鋤け燃

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,667 ‐1 45.00 1,iio.O 0.014 56‐2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kV職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 89,127.O 9.76 869.9 0‐382 34‐O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 ///′④ 1,979.9 ///′◎ 90.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,673‐O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,673‐O / 0‐450 0‐8

合計 / //// 蹴 1.l

3 二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/i,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の

昌実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 南千住店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 6

事業所等の所在地
T I I 6 O O O 3 区市町村名璽荒川区
町名番地
以 下南千住 7-1-1 アクレステイ南千住IF

事業所等の延床面積 72.49煽〆唐黍兎隻窄誓 奇蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4霊連鎖化事業区分園囲直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 64 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑬ ⑨ 113 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 114 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの風璽 (⑥;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑨
1,558‐8 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑩梱 )×⑨×‘回り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 30,324‐O 45‐00 1,364.6 0.014 69‐O

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0‐382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 116,636 ‐O 9‐76 1,138 ‐4 0‐382 44.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ OD 9.76 W OO 0.382 ⑩ 00

合計 / 妙 2,502‐9 //// ⑩ 113.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,991‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,991.O / 0.450 0.9

合計 / //// ⑩ 1.3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 唖
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 国
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力
.

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止
C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温 、ヒ玄 の

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 "

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 有 圏 無

ンク C02削減率 (前年

‐Co2/m2 C02 排出量 (総量)

やンチマーク区分

C02排出量 (延床面

の他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列煽動



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 千駄ヶ谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 7園

事業所等の所在地
T I 5 I O O 5 I 区市町村名離渋谷区
町名番地
以 下千駄ケ谷 1-20-5 千駄ヶ谷パークアベニューIF

事業所等の延床面積 80‐40同 筆峯現隻宅轡 許婚題馨璽・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 圏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圃圃 直営店 口 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④二②+③) ④ 96 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,181.5 kg‐C02/,,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩堪 )×⑨×剥け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,334.1 45‐00 1,140.O 0.014 57‐7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 99,782.O 9.76 973‐9 0‐382 38‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合計 ′/// 越J 2,li3.9 //// ⑩ 95.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,541.O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,541.O / 0.450 1.I

合計 / //// ⑩ 1‐7

こ公共下水旭への排水に伴う※ 1‐豊熟の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列生き酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力
r

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 惹 ;日 、 友 の

=実績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 闘

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 鷺谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 8璽

事業所等の所在地
T I I O O O O 3 区市町村名騒台東区
町名番地
以 下根岸 1-1-17 鴬泉楼駅前ビル

事業所等の延床面積 m‐oo電〆睡筆兎畿変型覇 蛋題醒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ワ 6 2 4酷連鎖化事業区分 霞圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 78 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 134 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 135 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑨=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,313‐7 kg-C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量規
(t)

⑩懇 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 30,415.8 45‐00 1,368.7 0‐014 69.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの翼電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k職 170,824 ‐O 9‐ワ6 1,667.2 0‐382 65.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0-382 ⑩ 00

合計 / 凹 3,。36.O ///′⑮ 134.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2828‐O / 0‐200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,828‐O / 0‐450 1‐3

合計 / ///′⑩ 1.8

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 H

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 成瀬店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 O

事業所等の所在地
T I 9 4 O O 4 5 区市町村名閣町田市
町名番地
以 下

南成瀬 1-3-5 相鉄ローゼンショッピングセンターIF

事業所等の延床面積 眺 oo陸棲黍兎智療轡許婚鷺閣圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態ロ 自己所有 圃他者所有 馨
報 止 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨:⑮) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑬)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 82 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
653.2 kg一C02/1IF

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩巷 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,992.8 45.00 674.7 0.014 34.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9-28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 123,681.O 9.76 1,207‐I 0.382 47.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 QP OO 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 1,881.8 //// ⑩ 81‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,584.O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,584‐O / 0.450 0.7

合計 / ・//// ⑩ LO

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 璽
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/Looo 且
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 珍 、 、 の

医績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 1且

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 着荷谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 I

事業所等の所在地
T i I 2 O O O 2 区市町村名馨文京区
町名番地
以 下

小石川5-4-5

事業所等の延床面積 75.23隣唐黍兎智寡轡爺蛋謡圏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 醤
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分圃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

.

r

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 45 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 78 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十⑧) ④ 79 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,036.8 kg‐C02/江ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量胤
(t)

⑪=③×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,418‐2 45.00 783‐8 0.014 39.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0-O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他() □ 0-O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.0 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 101,978 ‐O 9.76 995‐3 0.382 39-O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 qy oo 0‐382 @ 00

合計 / ⑭ 1,779.I //// ◎ 78‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,697‐O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,697.O / 0‐450 0.8

合計 / ///′⑩ 1.1

3 二 捻ヒw 、 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積 X事業所等の総稼働時間)/i,ooo l
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×i,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 髪・、日 、 宏 の

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列安善)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 池袋北口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 2

事業所等の所在地
T I 7 I O O 2 I 区市町村対豊島区
町名番地
以 下

西池袋 1-28-1 第2西池ビル IF

事業所等の延床面積 難‐30k瞳筆兎宝寡泌奇蚤鷺暫圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 彊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 88 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑬) ② 151 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑮)

③ 2 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 153 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,124.3 kg‐C02/,,E

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(G‐J)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堆 )×⑨×剥け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 33,735‐3 45.00 1,518.1 0‐014 76‐8

その他 (LPG) □ kg 0-O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0‐O

その他の風電 (昼夜間不明の場合姪キむ。) □ k職 194,520.O 9-ワ6 L898.5 0‐382 74‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 qP OO 0‐382 @ 00

合計 / ◎ 3,416.6 ///′W 151.I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,704.O / 0.200 0‐7

公共下水道 □ m3 3,704.O / 0-450 1.7

合計 / /′// 越) 2.4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

E1oi 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

董実績年度の目標達成の状況 "□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 立川曙町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 3

事業所等の所在地
T I 9 O O O I 2 区市町村名幡立川市
町名番地
以 下

曙町 2-11-7 立川リージェントビル

事業所等の延床面積 76可〆睡筆現隻宅繋駅蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 214 園連鎖化事業区分 圃圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 85 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 86 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
LI15.7 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(G‐J)

⑧ ⑥な 000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,823.7 45.00 847.1 0‐014 42.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0-019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 112,394 ‐O 9.76 1,097‐O 0.382 42.9

規則第5条のi7第3項の場合のみなし値※2 kv靴 ド 0‐0 9‐76 ⑪ OD 0.382 ⑩ 00

合計 / ◎ .,944.O //// ⑩ 85‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 L962.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,962‐O / 0‐450 0.9

合計 / //// ⑩ 1‐3

二 篇 、 量 の内3

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑩ /i,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 , 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

D1‐04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 彰" 日 、 竜 の

菖実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 」墓

5 提出年度の
目 標 の 有 口 有 圏 無

ンク C○2劉 〆半(前年度比 %ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 町田中央店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 4

事業所等の所在地
T I 9 4 O O I 3 区市町村名暫町田市
町名番地
以 下原町田6-19-13Y ビル

事業所等の延床面積 m‐98k 睡筆兎隻宅蟹帯 蛋禽圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 園連鎖化事業区分 国圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo.o258) ① 72 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 123 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 124 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの‐量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,o42.5 kg‐C02 個 .2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太i

(t)
⑩巻 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,122.4 45‐00 1.130.5 0.014 57.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間(8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その{也の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 172,663.O 9.76 1,685.2 0‐382 66‐O

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 0・0 言 9.76 qP 00 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 2,815 ‐7 //// ⑪ 123.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,030.O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 3,030.O / 0.450 1.4

合計 / //// ⑩ 20

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO I
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑱/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
.

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1題 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称日高屋 武蔵小金井南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4

事業所等の所在地
T I 8 4 O O O 4 区市町村名襲小金井市
町名番地
以 下本町 6-14

事業所等の延床面積 胤・・図 1筆兎畿変塾蟹蛋題璽圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 甑圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑩xo.o258) ① 62 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 106 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=◎◎ ) ④ 107 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
808.4 kg-C02/.IE

繋辞斗等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩頓 )×⑨×{"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,212‐8 45.00 999.6 0‐014 50‐6

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0-O 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 145,291.O 9‐76 1,418.O 0.382 55‐5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 @ 00 0‐382 ◎ 00

合計 / ⑩ 2,417.6 ///′⑩ 106.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,328‐O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,328‐O / 0.450 1.O

合計 //// //′/ ⑩ 1.5

3 ニ ヒ帯素 量等の内訳

※1電気の 用、水旭及びエー用水胆の水の 用・′びに公ハ下z 道への z に、リー
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力 ＼

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

ノ

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の日標達成の状況 =ロ日標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 国立南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O i 4 6

事業所等の所在地
T I 8 6 O O O 2 区市町村名璽国立市
町名番地
以 下

東 1-4-7

事業所等の延床面積 m.94陸棲筆兎宝塚悪評蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 彊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 麗連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 95 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
931.2 kg‐C02/,xF

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩租 )×⑨×‘gy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 2L214 ‐2 45.00 954‐6 0.014 48.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0-O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 121,147 ‐O 9.76 L182.4 0‐382 46‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ OD 0‐382 @ 00

合計 / ⑩ 2,137.O //// ⑩ 94.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,950-O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,950‐O / 0‐450 0‐9

合計 / //′/ ⑩ 1.3

に公共下水道への排水に伴う二※ 1 電〆気の 、Z 胆 - フ旭 、′ こおハ ズ胆へ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 ・ 7皿
、
メ・ の

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等の名称 日高屋 小田急マルシェ永山店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 7

事業所等の所在地
T 2 O 6 O O 2 5 区市町村名璽多摩市

町名番地
以 下

永山 1-18-2

事業所等の延床面積 m.『〆睡筆兎畿変塾蟹蛋鷺馨圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分璽圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②+③) ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
742.8 kg-C02/1 ヱど

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩相 )×⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,996‐2 45.00 899‐8 0.014 45‐5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他") □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買希縄

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0-O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh 118,411 ‐O 9‐76 1,155‐7 0.382 45‐2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ OD 9‐76 W OQ 0.382 @ 00

合計 / 凹 2,055.5 ///′◎ 90‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,389.O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,389‐O / 0‐450 1‐I

合計 / ///′⑩ 1.6

3 二酸化炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 八王子南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 8

事業所等の所在地
T I 9 2 O 9 O 4 区市町村名彊八王子市

町名番地
以 下

子安町4-7-1 サザンスカイタワー3F

事業所等の延床面積 燭.97図 1筆兎雫疾碧奇薪喬圃圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分国圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 42 盟

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=◎) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ o t

総 計 (④=②十③) ④ 73 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの長t(⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
496.7 kg‐C02/立F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩巷 )×⑨×‘図け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,752‐6 45‐00 798.9 0.014 404

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 85,930.O 9.76 838‐7 0.382 32‐8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑩ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / ⑭ 1,637 ‐5 //// ◎ 73.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,343‐O / 0‐200 0-3

公共下水道 □ m3 1,343.O / 0‐450 0-6

合計 / //// ⑩ 09

3 二 捻ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰爪
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑩=(⑫",000)×⑨とす

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

お101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 神楽坂外堀通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 O

事業所等の所在地
T I 6 2 I 8 2 5 区市町村名穏新宿区
町名番地
以 下神楽坂 1-9

事業所等の延床面積 60.90圃計睡筆兎雫辱泌奇蛋喬園圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4薗連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎×o.o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 89 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1フ444.9 kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑧

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩省 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,782‐6 45.00 800‐2 0.014 40‐5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 O □ 0.O

その他は) □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 124,932 ‐O 9‐76 1,219-3 0‐382 47.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 W OO 0‐382 ⑩ 00

合計 / 噂 2,。19.6 ///′睡 88.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,150‐O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,150‐O / 0‐450 1.O

合計 / //// ⑩ 1.4

3 二 ‘ヒ瑞 、 E出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の 用前びに公共下 胆への 7 に、リニ ;副林ご′、

　 　　　 　　　　　　　　 　　 　 　
, x );′}三二v=iサWに」盟ふ LO M ふ T は ±ヰ一丁檎爪"、艶胤昨 B日＼" ハ(^
.,. W=＼俄かす日比テ Q跡早世 へ処体皿恨 へ幸未川寺“胴体 1到H寸旧リノ/1'WU I
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。」の係数」×1,000 ⑩ ⑭/LUUUjX ⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 珍 Z皿 、 ・ の

=実績年度の目標達成の状況 1旭 日標達成した。 "

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 下北沢南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 I

事業所等の所在地
T I 5 5 O O 3 I 区市町村名璽世田谷区

町名番地
以 下

北沢 2-19 一 17

事業所等の延床面積 服‐62同 筆筆兎智堺篭誓 蚤鷺摺圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分題圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 67 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② ヱヱ5 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②+③) ④ 116 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
847‐9 kg‐C02/江F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量太L

(t)
⑩ )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 26,693‐2 45.00 1,201‐2 0.014 60.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの賀電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0-O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 143,568.O 9‐76 1,401 ‐2 0.382 54.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 W OO 9.76 卿 00 0.382 麹 OQ

合計 //′′⑩ 2,602.4 ///′鳴 1‐15.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2.758 ‐O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 2,758.O / 0.450 1.2

合計 ′ / ///′⑩ 1.8

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/i,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑬/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

・

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温 ヒ対 の 施、、況

曽実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 ==

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列名器)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 阪急大井町ガーデン店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 2

事業所等の所在地
丁 I 4 O O O I 4 区市町村名醒品川区
町名番地
以 下

大井町 1-50-5

事業所等の延床面積 服‐42MI 筆兎雫窄繋駅 婚鷺璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4壇連鎖化事業区分璽圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 82 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② i45 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 2 t

総 計 (④;③+③} ④ 147 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1フ375.4 kg‐C02 な【

ー ヒ帯 量 の内

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑪日⑧×⑨×名U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 40,380 ‐1 45‐00 1,817‐I 0.014 91.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの贋電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を“;む。) □ k職 139,702.O 9.76 1,363.5 0.382 53.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 QP OO 0.382 @ 00

合計 / Q9 3,18Q6 //// W 145.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,398‐O / 0.200 0.7

公共下水道 □ m3 3,398,O / 0‐450 1‐5

合計 / ///′⑩ 22

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の 用′びに公共下z 旭への に、ラニ 友 灰… ;副
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1
※2⑪-(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo l
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱:(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

1 .

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 、 ・ の

=実績年度の目標達成の状況」=□目標達成した。 u

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 渋谷宮下公園前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 o11 5

事業所等の所在地
T I 5 O O OEO 2 区市町村湖渋谷区
町名番地
以 下渋谷 1-24 一 4 月!昌渋谷ビルIF

事業所等の延床面積 91.90隣唐黍兎雫変型帯 雷鷺薗圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分璽園直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 38 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑥⑯) ② 68 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②+③) ④ 7o t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
739.9 kg‐C02/,,F

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩巻 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,290‐6 45.00 958‐1 0.014 485

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0-O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 52,979‐O 9-76 517.1 0.382 20.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 W 00 0.382 ⑩ 00

合計 / ⑩ 1,475.2 ///′⑩ 68.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 4,414.O / 0.200 0.9

公共下水道 □ m3 4,414 ‐0 / 0.450 2‐0

合計 / ///′越) 2.9

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 冒
※2⑪-(都が指定する原単位 x延床面積 x事業所等の総稼働時間)/1,ooo l
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4三番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

昌実績年度の目標達成の状況 順 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4三番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 幡ヶ谷南口店

事 業 所 番 号 A 0ヨ5 9 6 O I 5 4

事業所等の所在地
T q5 I O O 7 2 区市町村名醒渋谷区
町名番地
以 下幡ヶ谷 1-32 一 19

事業所等の延床面積 98.30図 書筆兎隻窄繋覇 薪鷺轟圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6r2 4霞連鎖化事業区分園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑯} ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④コ②+⑧) ④ 89 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
895.2 kg‐C02/1叉F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩巷 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 19,411.4 45.00 873.5 0.014 44.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k珊 0‐O 9‐97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0-O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 115,904.O 9‐76 1,131.2 0‐382 44.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / W 2,004.7 //// ⑩ 88.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,661‐O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,661.O / 0‐450 0‐7

合計 / ///′⑩ 1.1

3 二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 雪
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 冒
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温 “ヒ対 の 、、況

1実績年度の目標達成の状況 膿 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 綾瀬西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5

事業所等の所在地
T I 2 O O O O 5 区市町村名囲足立区
町名番地
以 下

綾瀬 4-9-26 森本ビルIF

事業所等の延床面積 75‐57図 筆筆現隻吃緊蟹 鰭禽間圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 49 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 85 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,111.5 kg‐C02/,,

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
@- ⑧×⑨×全期12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,935.3 45.00 807‐1 0.014 40.8

その他 (LPG) □ kg 0.0 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買嫌電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0-O 0‐382 0‐O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合緩むむ。) □ k靴 114,046.O 9.76 1,113.1 0‐382 43‐6

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ② 00

合計 / 凹 1,920.2 /′′/ ◎ 84.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,368.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,368.O / 0.450 1‐I

合計 / //// ⑩ 1.5

※1電気の 用、水坦及び工 用 道のz の ・′びに公ノ、下z 旭への z に、リニ 灰爪
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とす

(日本工業規格A列綿酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 珍 Z皿 、 ・ の

区績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 王子駅前明治通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 6璽

事業所等の所在地
T I I 4 O O O 2 区市町村名璽北区
町名番地
以 下

王子 1-5-3

事業所等の延床面積 胤.・8図 1筆現隻は泌奇蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4蟹連鎖化事業区分圃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=⑭⑤) ④ 88 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥二②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
663‐2 kg‐C02 個

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥な 000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
@白⑧×⑨×曇羽12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ NII13 18,419.6 45‐00 828.9 0‐014 41.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0.O

そのf也の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 118,860.O 9.76 1,160.1 0‐382 45.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 qP OO 0.382 @ 00

合計 / W 1,989-O ///′⑩ 87.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,764.O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,764‐O / 0-450 0.8

合計 / //// ⑩ 1‐1

こ公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 出量は※ 1 電気の 、z 旭及び工 z 旭のz の 、′びに公ノ、 z 胆への こ、リー が 灰… 里

⑩=⑥ /LOOO)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積 X事業所等の総稼働時間)/LOOO 響
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /LOOO) ×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

童実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 西八王子店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 7

事業所等の所在地
T I 9 3 O 8 3 5 区市町村名圃八王子市

町名番地
以 下千人町 3-1-1

事業所等の延床面積 99.50k睡筆兎畿味悪評蛋喬国圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態ロ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 214 璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 85 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑬)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 86 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
854.2 kg‐C02 左,ご

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量-
(GJ)

⑨ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ NIIー3 17,121.4 45‐00 770.5 0‐014 39‐O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 121,242 ‐O 9.76 L183‐3 0.382 46.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9.76 qy oo 0.382 ⑭ 00

合計 / qg l,953‐8 //// ⑩ 85.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,819.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 L819.O / 0.450 0.8

合計 / ///′⑩ 1.2

、水旭及び工 用水道の水の 用、′びに公ノ、下z 旭への z に、ラー
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 =
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 -
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鳶101 高効率照明ランプの採用(屋内)

且実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1!

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称 日高屋 竹の塚西ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 8塾

事業所等の所在地
T I 2 I O 8 2 2 区市町村名醒足立区
町名番地
以 下

西竹の塚2-2-2

事業所等の延床面積 64‐38同 筆筆兎電窒想 奇蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 鰹 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4掴連鎖化事業区分圏圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo-o258) ① 46 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 79 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:◎ト③) ④ 80 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,227‐O kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太1

(t)
⑩頓 )×⑨×とMV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,991‐4 45‐00 809‐6 0.014 41‐O

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0.382 00
夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 101,660 ‐O 9‐76 992.2 0.382 38.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑭ 00 0‐382 @ OD

合計 / ⑩ 1,801.8 //// ⑩ 79.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,164‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,164‐O / 0‐450 1‐O

合計 / //// ⑩ 1.4

こ公共下水旭への 水に伴っ-※1 電気の 、z 道及び工 坦の7 の 、′び こ公ノ、 z 旭への 7 こ、つ- 灰小 里

⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。 =
※2@-* が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 且
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /i,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

醤101 高効率照明ランプの採用 (屋内) ▼

4 地球温暖化対策の

国実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1塁

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列空き酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 玉川学園前南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 9橿

事業所等の所在地
T 1▲ 9 4 O O 4 I 区市町村名薗町田市

町名番地
以 下玉川学園7-5-3 玉川学園駅前ビル

事業所等の延床面積 端.oo彊〆唐黍現隻宅夢 奇蛋題璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圃他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分園圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①こ⑭xo‐o258) ① 44 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 76 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:◎⑥ ) ④ 77 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの風車 (⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
617.8 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ノ1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

夢だ出量烈
(t)

⑩奄 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,672.4 45.00 795‐3 0.014 40.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの国電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0-O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0-382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 95,527.O 9‐76 932.3 0‐382 36.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9‐76 ⑪ 0O 0.382 ⑩ OD

合計 / ⑩ 1,727.6 //′/ ⑩ 76.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,126‐O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 2,126‐O / 0.450 1.O

合計 / //// ◎ ..4

こ公共下水道への排水に伴う二酸化灰が E出量は※ 1“亀メ丸の 、Z 旭 び工 z 胆 の z の 、′び こ公′、 Z 胆 への

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

・

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 蔓甚

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



の 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 錦糸町南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6

事業所等の所在地
T I 3 O O O 2 2 区市町村名巨田区
町名番地
以 下江東橋 3-11-3 ソシアノレ錦糸町ビル

事業所等の延床面積 閉‐oo隣唐黍兎畿喝塾蟹薪題璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 66 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 112 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ 1 t

総 計 (④=⑫⑥ ) ④ 113 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
817.5 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥な 000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩亀 )×⑨×‘"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,010 ‐7 45.00 1,0805 0.014 54.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 O □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 151,557 ‐O 9.76 1,479‐2 0.382 57.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9.76 W OQ 0‐382 ⑩ 00

合計 / 凹 2,559 ‐7 //// ⑩ 112‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,821.O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 2,821‐O / 0‐450 1.3

合計 / ///′⑩ 1.8

※1電気の使用、水道及び工業用水廻の水の使用並びに公共下水旭への 水に伴う
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

Cio9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖ヒ漆 の

1実績年度の目標達成の状況 jl□目標達成した。 H

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 大森東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6

事業所等の所在地
T I 4 O O O I 3 区市町村名璽品川区
町名番地
以 下南大井 6-28-6 大森トモエ電機ビル

事業所等の延床面積 86‐oo同 筆筆兎雫喝篭覇 雷題幡圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 塾圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo-o258) ① 67 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 116 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 117 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,348.8 kg-C02 なヱ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,983‐2 45.00 1,214‐2 0.014 61.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 、 0.0

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの国電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

そのf也の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 143,714.O 9-76 1,402.6 0.382 54.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 qy oo 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 2,616 ‐9 //// ⑮ 116‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,524‐O / 0‐200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,524‐O / 0‐450 1.I

合計 / //// ⑩ 1.6

に公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 電丸の 用、z 旭及び工 胆のz の 、′びに公′、 z 胆への

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 新宿御苑前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O i 6 3

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 2 区市町村名圃新宿区
町名番地
以 下新宿2-8-1 新宿セブンビル

事業所等の延床面積 m.42k 唐黍兎雫寡凄奇蛋鷺一・年度分 □・年末満
所 有 形 態□ 自己所有 園他者所有 騒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4榎連鎖化事業区分雷圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo-o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑮)

⑧
I t

総 計 (④=②+③) ④ 84 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
683‐6 kg‐C02/,,ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷l

(t)
⑩梱 )×⑨×‘MU12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 5,577‐6 45.00 251.O 0.014 12‐7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間(8時 22時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 184,397 ‐O 9‐76 1,799‐7 0‐382 70.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 ⑪ OD 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 2,0507 /′// ⑩ 83.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,629.O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,629.O / 0-450 0.7

合計 / ///′⑩ 1.1

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=⑥ /LOOO)×⑨とする。 i
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 =
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の

1実績年度の目標達成の状況」-□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)


